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学位論文内容の要旨

  生物多様性の本質的意味は対象に普遍性と同時に固有性と歴史性があることであ

る．したがって，生態システムの生物多様性を理解していくには，一般法則の解明や

実験操作に適した系へ研究を集中するだけではなく，多様な生態システムの個性，す

なわち固有性と歴史性を様々な時空間スケールから認識していくことも同様に重要で

あると考えられる．しかしながら，研究上の様々な制約から現実的に私達が手にして

いる情報は，特定の場所や生物群に大きく偏っている．とくに水界生態系の生物多様

性 に 関 す る 理 解 は 陸 上 生 態 系 と 比 較 し て き わ め て 遅 れ て い る ．

  沿岸生態系は，岩石海岸，砂浜海岸，干潟，塩性湿地，藻場や河口域など多様な海

岸地形学的，景観生態学的要素から構成されており，各々の要素が重要な生態学的機

能を担っている．それらのーっに沿岸海跡湖がある．沿岸海跡湖はそれぞれの場にお

ける水文学的バランスによって，完全な淡水から高塩分までをふくむ広い塩分範囲を

示すが，多くの場合，淡水と海水が混合する汽水域となっている．また，一般的に汽

水域は陸域と海域から流入する物質，無機堆積物と有機物が集積する物質溜まり・物

質フイルターの場となっており，その結果地球上の様々なタイプの生態系の中でも非

常に高い生物生産を示す場となっている．このような高い生物生産性と閉鎖的な地形

的特徴から，沿岸海跡湖は沿岸漁業と水産増養殖の場としても非常に重要な水域とな

っている・

  日本列島の沿岸生態系においても沿岸海跡湖は重要な構成要素のーっであるが，自
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然史学的研究が不十分であり，地域的・地球的規模での人為的影響によって失われつ

っあるのが現状である，そこで，本研究は生物多様性の解明が遅れている生態システ

ムのーっである沿岸海跡湖の多毛類群集を対象として，その構造特性と構造形成要因

を（1）地域的・地理的スケール，(2)局所的スケールから検討すること，また，生物

群集の構造形成プロセスにおいて近年無視することのできなくなった人間活動の影響

に着目し，(3)人為的影響による湖沼環境の変化プロセスを多毛類群集の構造特性か

ら検討すること，の3点を目的とした．

  地域的・地理的空間スケールで沿岸海跡湖の多毛類群集の構造特性を検討した結果，

沿岸海跡湖に成立している多毛類群集は各々の沿岸海跡湖に固有の環境条件に対応し

て，種多様性や種構成など群集構造の異なる2つのグループに大別できた．このよう

な構造特性は，とくに沿岸海跡湖に形成される塩分傾度によって制御されており，2

つのグループは海水・多鹹性海跡湖と貧・中鹹性海跡湖にそれぞれ対応する．多毛類

群集の種多様性は塩分傾度と生息場所構造によって決定され，海水・多鹹性汽水域で

は生息場所構造が，貧・中鹹性汽水域では塩分がそれぞれより強く作用する要因であ

った．群集構造の種多様性という特徴からみた場合は，地理的空間スケールにかかわ

らず，塩分傾度が一義的に種多様性を決定しているとみなすことができるが，種構成

から見た場合は各湖沼で成立している群集構造に地理的近接性の効果が認められた．

これは日本列島スケールでの群集構造の形成プロセスに，群集を構成する種の分散能

カなどの要因も関与していることを示すものであり，このような地理的空間距離の効

果を考慮する必要性が示された．このことはこれまで一般的見解であった「汽水湖ベ

ントス群集の塩分傾度対応仮説」が単純化のしすぎであり，再検討の必要性があるこ

とを示している．また，貧・中鹹性汽水域に生息する種は広塩性種であり，この汽水

域に限定的な真性汽水種は存在しないとする見解(Barnes 1989)については，真性汽

水種が存在する可能性から再検討を要することが示されると同時に，貧・中鹹性汽水

域に生息している代表的な種群がより高鹹な水域でも生息可能にもかかわらず，分布



が限定されている結果から，Barnes（1989)の見解の一部が支持される可能性もみい

だされた．以上の結果から沿岸海跡湖の多毛類群集を構成する種群の分散能力，塩分

耐性能カおよび生物間相互作用における生態的特性が重要であると考えられた．

  真性汽水種の実在性問題は，従来の汽水性動物の形態分類学的検討に加えて，集団

の遺伝構造を重視した再検討の必要性を示唆している，とくに真性汽水種が生息する

貧・中鹹性汽水域における群集構造が地理的空間スケールにかかわらず類似している

との見解は，各々の汽水域に固有の同胞種が確認されるならぱ，全面的見直しが必要

となるだろう．本研究では集団遺伝学的検討をおこなうまでには至らなかったが，こ

れまでの研究例からは，汽水性種の遺伝構造に地理的勾配が生じていることや，固有

種の存在が確認されるなど，集団遺伝学的観点から見た汽水域の生物多様性は従来の

見解を大きく塗り替える可能性を示唆している・

  局所的スケールでの沿岸海跡湖の多毛類群集の構造特性と動態は，地域的・地理的

スケールでの主要因と同様に塩分傾度や底質などの環境要因の影響が強く働くが，特

定の塩分傾度が形成されている生息場所に成立している各々の群集は，：構成種群の生

活史スケジュールと個体群動態，および生物間相互作用などの生物的要因が群集の時

空間的動態を駆動する重要な要因であることが推測された．貧・中鹹性汽水域である

宍道湖の多毛類群集の動態と環境要因の時空間変動にっいての検討から，群集構造と

環境要因の時空間変動パターンに非同調的な関係があることが予想されたが，本研究

のデータセットからはこのような関係性は見出せなかった・

  ホタテガイ垂下養殖や種苗生産がおこなわれているサロマ湖・能取湖の多毛類群集

構造は，過去30年間に明確に変化してきたことがあきらかになった．局所的スケール

での人為的活動が多毛類群集の構造に及ばす影響は，因果関係を明確にできなかった

ものの，群集構造の変化と漁業生産の増加の間に時間的対応関係が認められ，湖底の

ベントス群集と環境に強いストレスを及ばしてきたことが推測された．主要なストレ

ス要因は養殖漁業生産に由来する有機物負荷や集水域からの過剰な栄養塩流入による



人為的富栄養化であると考えられ，サロマ湖・能取湖の場合，ここ30年の間に発展・

安定してきたホタテガイ垂下養殖・種苗生産漁場でも，カキ養殖と同様の漁場老化現

象の兆候があきらかとなった．

  人為的活動が沿岸海跡湖の環境ヘ及ばす影響を把握する上では，ベントス群集の構

造をモニタリングすることが重要であると考えられる．モニタリングを通じて把握さ

れる情報は多面的な価値を持っている．

  本研究の結果から，汽水域である沿岸海跡湖のべントス群集は従来考えられていた

よりも固有性・多様性に富む可能性が示唆された．とくに貧・中鹹性汽水域では日本

固有の真性汽水種群が生息していると考えられ，これらの種が生息可能な場を保全す

ることは，漁場保全のみならず，歴史的に貴重な遺伝資源・生物相を保全することに

っながると考えられる．汽水域生物相が成立する条件となった，汽水域の環境特性の

うち安定性や島的効果の問題は保全生態学的観点からも重要な問題であり，汽水域の

生物相を保全し，その生物相についてのより詳細な知見を得ていくことは，他の生態

システムや種の保全と利用を考えていく上でも重要な貢献を果たすことができると思

われる．
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学 位 論． 文 題名

日本列島の沿岸海跡湖における

多毛類群集構造の生態学的研究

  日本列島の沿岸生態系において沿岸海跡湖は重要な構成要素のーつである。

それぞれの場における水文学的パランスによって、完全な淡水から海水までの

広い塩分範囲を示すが、多くの場合淡水と海水が混合する汽水域となっており、

高い生物生産性と閉鎖的な地形的特徴から、沿岸漁業と水産増養殖の場として

も非常に重要な水域となっている。

  本研究は国内22の海跡湖を取り上げ、生物多様性の解明が遅れている生態

システムのーつである沿岸海跡湖の多毛類群集を対象として、構造特性とその

形成要因を（1）地域的・地理的スケール、(2)局所的スケールから検討する

こと、また、(3)サロマ湖、能取湖を対象にして人為的影響による湖沼環境の

変化プロセスを多毛類群集の構造特性から検討すること、の3点を目的にして

いる。

  地域的・地理的空間スケールで沿岸海跡湖の多毛類群集の構造特性を検討し

た結果、沿岸海跡湖に成立している多毛類群集は各々の沿岸海跡湖に固有の環

境条件に対応して、種多様性や種構成など群集構造の異なる2つのグループに

大別できた。このような構造特性は、沿岸海跡湖に形成される塩分傾度と生息

場所構造によって制御されている。2つのグループは海水・多鹹性海跡湖と貧・

中鹹性海跡湖にそれぞれ対応する。海水・多鹹性海跡湖では生息場所構造が、

貧・中鹹性海跡湖では塩分がそれぞれより強く作用する要因である。ただ、種

構成から見た場合、各湖沼で成立している群集構造に地理的近接性の効果が認

められている。これは日本列島スケールでの群集構造の形成プロセスに、群集
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を構成する種の分散能カも関与していることを示すものであるまた、真性汽

水種は存在しないとする見解に対して、その存在の可能性が示されている。

  局所的スケールで検討した結果、沿岸海跡湖の多毛類群集の構造特性と動態

は、地域的・地理的スケールの主要因と同様に塩分傾度や底質などの環境要因

の影響が強く働くが、特定の塩分傾度が形成されている場所の群集は、各々構

成種群の生活スケジュールと個体群動態、および生物間相互作用などの生物的

要因が群集の構造特性や時空間的動態を駆動する重要な要因である。貧・中鹹

性汽水域である宍道湖の多毛類群集の動態と環境要因の時空間変動についての

検討から、群集構造と環境要因の時空間変動パターンに非同調的な関係が予想

されたが、本研究のデータセットからはこのような関係性は見いだ世なかった

と し て お り 、 方 法 論 を 含 め て 今 後 に 残 さ れ た 課 題 で あ る 。

  ホタテガイ垂下養殖や種苗生産が行われているサロマ湖・能取湖の多毛類群

集構造は、過去30年間に明確に変化してきたことを明らかにした。局所的ス

ケールでの人為的活動が多毛類群集の構造に及ぽす影響は、因果関係を明確に

は示していないが、群集構造の変化と漁業生産の増加の聞に時間的対応関係が

認められ、漁業生産が湖底のべントス群集と環境に強いストレスを及ぼしてい

ることを推測している。人為活動が沿岸海跡湖の環境へ及ぽす影響を把握する

上では、ベントス群集の構造をモニタリングすることが有効であるとしている。

  本研究の結果から、汽水域である沿岸海跡湖のべントス群集は従来考えられ

ていたよりも固有性・多様性に富む可能性が示唆され、多毛類群集の構造特性

を決定する要因が明らかにされたことは、沿岸海跡湖のべントス群集の多様性

の解析に大きく貢献するものである。同時に、本研究は海跡湖の環境や種の保

全に対しても重要な知見を提供するもので、審査員一同は学位（水産科学）に

該当すると判定した。


